
 

「春」への備え 
                       主幹教諭  鎌 田 新 平 

 

 この時期、『キャンプが終了』といえば何を思い浮かべるでしょうか。私はプロ野球や J リーグな

どスポーツのキャンプが浮かびます。朝テレビを見ていると、日本ハムファイターズやコンサドー

レ札幌の注目選手たちが連日紹介されています。サッカーは今週からリーグ戦が開幕し、活躍が楽

しみになります。そんなキャンプの中で、今年特に注目を集めた選手が、ロサンゼルスドジャーズ

大谷翔平選手です。全国ニュースでも連日取り上げられ、規格外のパワー、人間味溢れるふるまい

に元気をもらい、新シーズンも大いなる活躍を期待させてくれます。 

その大谷選手から日本全国の小学校にグローブの寄贈があったことはご存じの通りです。稲穂小

学校でも全校朝会での紹介し、各学級へ回覧したのち、「何か有効に活用できないか」と考え、玄

関を入った所にあるホールでキャッチボールを休み時間にホールを使用し、キャッチボールをする

時間を設けています。１年生から６年生まで、学年問わず仲良くキャッチボールを楽しむ姿は見て

いてとても微笑ましい姿です。 

来月は卒業式・修了式があり、６年生は中学校に進級します。1～6 年生の「縦のつながり」を大

切に、全校であたたかく卒業を祝う場になるよう、学校職員一同支えていきます。 

令和５年度 全国体力・運動能力調査結果について 

 
全国の５年生を対象として実施された「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果が先日公表されま

したので、本校 5年生の結果や傾向をお知らせ致します。 

上記のように、「ボール投げ」以外、全国平均を上回る結果となりました。子どもたちが、様々な運動に

親しむ機会が今後も増え、運動習慣が定着し、体力・運動能力がこれからも高まっていけばと考えています。 
【今後の取組】 

・本調査結果の分析を行い、児童の体力・運動能力、運動習慣等の課題を明らかにし、「体力向上改善プラン」

の見直しを行います。体力向上改善プランをもとに学年ごとの目標を設定し、西陵中学校の体育の先生と

連携した取組を実施するなど、年間を通した体力向上の取組を進めます。 

・家庭と学校が一体となり「生活リズムチェックシート」や「おたるスマート７」の取組を進め、運動習慣

を取り入れた生活習慣の改善を図ります。 
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全国平均（黒い線） 

が「５０」です。 



～スキー学習へのご協力ありがとうございました～ 

先週 22 日に行った 2 年生のスキー学習を最後に、今年度のスキー学習が終了しま

した。お弁当や用具の用意等、 

ご協力いただきありがとうございました。 

～俳句入選多数！～ 

２学期に全校で俳句作りに取り組み、 

「俳句の里・山梨県笛吹氏全国小学生・中学生俳句会」 

「全国児童生徒俳句大会」に応募をしました。応募した 

俳句のうち、入賞したもの、作品集に選ばれたものを紹介します。 

 

 
第２７回「俳句の里・山梨県笛吹氏全国小学生・中学生俳句会」 

『特選』 

「ひまわりは 熱中症に ならないのか」  小林 美らの（４年） 

『作品集掲載』  

「海に行く もぐれるけれど およげない」 金子 海音 （２年） 

「水でっぽう ピュンと体に 当たる夏」  井上 美裕 （３年） 

 「雨にぬれ あじさいの花 ひかりだす」  谷川 陽大 （４年） 

 「お祭りで おどりをおどって 仲良しに」 髙橋 みなみ（５年） 

 「かえり道 入道雲と かげふたつ」    西  優菜 （５年） 

 「夕焼けに 空を見上げて 深呼吸」    青木 優  （６年） 

 「雨が過ぎ 二つの虹が 現れる」     阿部 優愛 （６年） 

 「鳥たちが 大合唱する 桜の木」     岡 菜々子 （６年） 

 「友達と 共に探した かぶと虫」     金澤 遥人 （６年） 

 「サングラス 暑さを感じる 夏の空」   菊地 恵令奈（６年） 

 「あふれてる 雪どけ水も ドキドキも」  小林 杏寧 （６年） 

 「休日は 花火のように すぐ終わる」   前川 琳太朗（６年） 

第４１回 全国児童生徒俳句大会 

『入選』 

  「雪かきで 集めた雪で 雪だるま」    澁谷 頼卓 （４年） 

  「雪だるま 作ってとけて いなくなる」  米澤 友翔 （３年） 

  「やってきた 青い海から 秋サンマ」   倉本 陸  （６年） 

  「桜もち 食べた後には 笑顔さく」    堀井 康平 （６年） 

  「小雨ふり 晴れた時には 虹二つ」    須川 瑛太 （６年） 

  「雨上がり かえるの歌で おどりだす」  芙鉢 くらら（６年） 

 

稲穂小学校では、チ

ャレンジ企画として、

定期的に俳句を書く

チャレンジを行って

きました。今後も俳

句に触れる機会を

作っていきます。 


